
浜田�

益
田�

山
陰
本
線
�

９�

９�

191 191

186

浜田市�

三隅町�

美都町�

匹見町�

益田市� 広島県�

弥栄村�

金城町�

高
津
川�

周
布
川�

三
隅
川�

国
見
川�

浜田I.C

鵜ノ鼻古墳群�

スクモ塚古墳�
小丸山古墳�

白上古墳�

片山古墳�

至
山
口
県�

至出雲市�

浜田自動車道�

日 本 海 �

▲�
清水山�

▲�
茶臼山�

▲鳥帽子山�

▲�
坊主山�

▲�
鷹ノ巣山�

▲唐倉山�
▲�

雲城山�

▲�
大佐山�▲�

掛山�

周布古墳�

エ
リ
ア
９
石
見
海
岸
西
部

石
見
は
山
国
で
す
。
山
は
海
岸
に
迫
り
、
平
地
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
中
で
高
津
た
か
つ

川
・
益
田
ま
す
だ

川
下
流
の
益
田
市
や
、
周
布
す

ふ

川
下
流
の
浜
田
は
ま
だ

市
に

は
大
規
模
な
前
方
後
円
墳
が
見
ら
れ
ま
す
。
益
田
市
の
大
元
お
お
も
と

一
号
墳
・
ス

ク
モ
塚づ
か

古
墳
・
小
丸
山

こ
ま
る
や
ま

古
墳
は
、
い
ず
れ
も
益
田
川
東
岸
地
域
に
あ
る
大

型
古
墳
で
す
。
三
角
縁
神
獣
鏡

さ
ん
か
く
ぶ
ち
し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う
を
出
土
し
た
四よ

ツ
塚づ
か

古
墳
も
知
ら
れ
て
お

り
、
古
墳
時
代
初
め
ご
ろ
か
ら
、
大
豪
族
が
次
々
と
古
墳
を
築
い
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

浜
田
市
の
周
布
す

ふ

古
墳
は
、
石
見
中
央
部
で
最
大
の
古
墳
で
す
。
こ
れ
と
同

規
模
の
古
墳
は
周
辺
で
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
益
田
川
東
岸
地
域
と
は
異

な
る
展
開
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
石
見
の
大
型
古
墳
は
、
古
墳
時
代
前
半
の
四
〜
五
世
紀
に
最
大
規

模
の
も
の
が
造
ら
れ
て
お
り
、
六
世
紀
に
最
大
の
古
墳
が
造
ら
れ
た
出
雲
と

は
、
古
墳
文
化
の
展
開
に
際
立
っ
た
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

日
本
海�

至益田市�

県
道
305号

線
�

　周布局�

周
布
川
�

周布�

９�

周布古墳�

石
見
中
央
部
最
大
の
前
方
後
円
墳

で
、
復
元
す
る
と
全
長
七
二
メ
ー
ト

ル
に
及
び
ま
す
。
墳
丘
は
二
段
築
成

で
、
表
面
に
は
葺
石

ふ
き
い
し

と
円
筒
埴
輪
を

備
え
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
墳
丘
の
形
か
ら

五
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

な
お
周
布
古
墳
の
東
北
に
は
、
め
ん

ぐ
ろ
古
墳
が
あ
り
、
県
内
最
古
の
横

穴
式
石
室
と
数
々
の
副
葬
品
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
前
方
後
円
墳

!
周
布

す

ふ

古
墳
　
国
指
定

浜
田
市
治
和
町

5

片山古墳�

至浜田市街地�

至江津市�

安
国
寺�

　上府小�

下府�

下府川�９�

　上府局�

笹山城跡�

県道178
号線�

下府廃寺�
●�

奈
良
時
代
に
石
見
国
府
が
置
か
れ

た
と
さ
れ
る
、
浜
田
市
下
府

し
も
こ
う

町
の
平

野
を
見
下
ろ
す
斜
面
に
あ
り
ま
す
。

横
穴
式
石
室
は
羨
道

せ
ん
ど
う

と
玄
室
の
区
別

が
な
い
形
態
を
と
り
、
切
石
造
り
を

思
わ
せ
る
終
末
期
の
も
の
で
、
明
治

時
代
に
英
国
人
ガ
ウ
ラ
ン
ド
に
よ
り
、

測
量
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
の

南
西
に
は
奈
良
時
代
の
下
府
廃
寺

し
も
こ
う
は
い
じ

が

あ
り
、
そ
の
関
連
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

明
治
時
代
、
英
国
人
が
測
量

@
片
山

か

た

や

ま

古
墳
　
市
指
定

浜
田
市
下
府
町

7

日
本
海
に
突
出
し
た
標
高
四
〇
メ

ー
ト
ル
あ
ま
り
の
台
地
上
に
、
横
穴

式
石
室
を
持
っ
た
小
さ
な
古
墳
が
多

数
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
と
は
五
〇

基
以
上
は
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
開
発
に
よ
り
消
滅
し
た
も
の
も

多
く
、
そ
の
一
部
が
現
在
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。

石
室
は
、
細
長
い
玄
室
に
羨
道
が

片
側
に
寄
せ
て
つ
く
、
片
袖
式
の
平

面
形
を
と
っ
て
い
る
も
の
が
大
半
で
、

奧
壁
上
部
に
は
側
壁
と
奥
壁
に
石
を

三
角
形
状
に
架
け
渡
し
た
「
三
角
持

さ
ん
か
く
も
ち

送お
く

り
」
と
い
う
特
徴
的
な
構
造
を
持

つ
も
の
も
あ
り
ま
す
。
出
土
品
の
多

く
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
わ

ず
か
に
伝
わ
る
も
の
の
中
に
は
、「
単た

ん

龍
環
頭
大
刀

り
ゅ
う
か
ん
と
う
た
ち

」
の
よ
う
な
優
品
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

石
見
最
大
級
の
群
集
墳

#
鵜う

ノ
鼻は

な

古
墳
群
　
県
指
定

益
田
市
遠
田
町

6後�

多�

35

順庵原1号墓�

至広島県�

261

出
羽
川�

亀
谷
川�亀谷山�

八幡神社�

田所下�

中組�

一
九
六
九
年
、
国
道
二
六
一
号
線

工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い

た
門
脇
俊
彦

か
ど
わ
き
と
し
ひ
こ

氏
（
故
人
）
は
、
四
隅

が
突
出
し
た
異
様
な
形
を
し
た
お
墓

を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
が
山
陰
を

中
心
に
弥
生
時
代
後
期
に
盛
ん
に
造

ら
れ
た
墳
墓
、「
四
隅
突
出
型
墳
丘

よ
す
み
と
っ
し
ゅ
つ
が
た
ふ
ん
き
ゅ
う

墓ぼ

」
の
発
見
で
す
。
埋
葬
施
設
は
箱

式
石
棺
を
中
心
に
三
基
確
認
さ
れ
、

突
出
部
が
小
さ
い
の
が
特
徴
で
す
。

初
め
て
発
見
さ
れ
た
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓

#
順
庵
原

じ
ゅ
う
な
ん
ば
ら

１
号
墓
　
県
指
定

邑
智
郡
瑞
穂
町
上
亀
谷

2?

割田古墳�
森実�

郡山�

中別所�

県立石見�
養護学校�

矢
上
小�

矢
上
局�

矢
上
川
�

森
実
川�

石
見
町
役
場
●�

　県道7号
線�

●邑智病院�

●�
勤労青少年ホーム� 一

九
六
九
年
に
、
田
ん
ぼ
の
整
備

に
伴
い
調
査
さ
れ
た
古
墳
で
す
。
中

国
山
地
に
分
布
す
る
横
穴
式
石
室

は
、「
入
口
か
ら
奧
壁
ま
で
直
線
的
に

つ
な
が
っ
た
無
袖
式
の
石
室
が
多
い
」

の
が
特
徴
で
す
が
、
こ
の
古
墳
は
そ

の
典
型
例
と
言
え
ま
す
。
県
指
定
史

跡
と
し
て
、
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、

中
国
山
地
の
「
無
袖
式
横
穴
式
石

室
」
の
様
子
を
よ
く
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

中
国
山
地
に
多
い
無
袖
式
横
穴
式
石
室

$
割
田

わ

り

た

古
墳
　
県
指
定

邑
智
郡
石
見
町
中
野

7前?

至江津�
冠山�
▲�

向歯無山�
▲�

黒田寺　� 261

井
原
川�

　�
石見東小�

　�
大竹橋�

　�
横見橋�

　�
中野大橋�

河
原
城�

西
野
原�

横
見�

県道7号線�

県
道
　
号
線�

297

中山古墳群�

石
見
地
方
山
間
部
で
は
珍
し
く
、

総
数
八
〇
数
基
か
ら
な
る
古
墳
群
で

す
。
一
九
七
七
年
の
発
掘
調
査
で
は
、

全
国
的
に
も
類
例
が
少
な
い
「
方
形

ほ
う
け
い

板
革
綴
短
甲

ば
ん
か
わ
と
じ
た
ん
こ
う

」
を
出
土
し
た
前
方
後

方
墳
を
は
じ
め
、
石
棺
や
木
棺
な
ど

が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
一
部
は
弥
生
時
代
に
造
ら
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
、
石
見
町
の

歴
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
古

墳
群
と
言
え
ま
す
。

石
見
最
大
級
の
古
墳
群

%
中
山

な

か

や

ま

古
墳
群邑

智
郡
石
見
町
中
野

3～�
5?

多�

牛塚1号墳�

出
羽
川�

高
水
川
�

至広島県�

261

朝原�
東光保育所�

至矢上�

割
田
古
墳
と
同
様
に
中
国
山
地
に

多
い
「
無
袖
式
横
穴
式
石
室
」
を
持

つ
古
墳
で
、
石
室
の
入
口
か
ら
奧
壁

ま
で
保
存
状
態
は
良
好
で
す
。
こ
の

石
室
は
胴
張
り
、
す
な
わ
ち
中
央
部

が
奧
壁
や
入
口
よ
り
幅
が
広
く
な
っ

て
い
る
の
が
特
徴
で
、
画
一
的
に
見

え
る
こ
の
タ
イ
プ
の
石
室
に
も
個
性

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

胴
張
り
の
あ
る
無
袖
式
横
穴
式
石
室

^
牛
塚

う

し

づ

か

１
号
墳邑

智
郡
瑞
穂
町
上
亀
谷

7前?

山辺神社�

至
瑞
穂�

浜
田
自
動
車
道
�やつおもて�

　古墳群�

和田小　�

I.C

至
浜
田�

I.C

重
富
川�

県道7号線�

古
墳
時
代
中
期
後
半
か
ら
後
期
に

か
け
て
営
ま
れ
た
、
二
四
基
の
古
墳

よ
り
な
る
古
墳
群
で
す
。
こ
の
う
ち

一
九
九
〇
年
に
調
査
さ
れ
た
一
八
号

墳
は
、
全
長
二
八
メ
ー
ト
ル
と
、
石

見
山
間
部
で
は
最
大
の
古
墳
で
す
。

ま
た
、
古
く
か
ら
開
口
し
て
い
る
九

号
墳
は
無
袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
、

後
期
に
造
ら
れ
た
も
の
の
多
く
が
横

穴
式
石
室
を
持
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

横
穴
式
石
室
を
持
つ
群
集
墳

&
や
つ
お
も
て
古
墳
群

那
賀
郡
旭
町
重
富

5～�
7?

多�

34

鵜ノ鼻古墳群�

日
本
海�

至益田市街地�

至浜田市津田局�
　�
�

●�

●�

消防署�

井の迫�
公民館�

石見�
津田�

９�
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